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Ｉ　研究のねらい
現在の深刻な少年問題の
一つに匚犯罪やいじめ」
かおる
。それらについては少年の規範意識の低下
等さまざまな原因が指摘されており
，一概に社会
との関係を即断することはできないが
，生徒にとっ
てきわめて身近な社会問題であることだけは確か
であろう
。それゆえ社会科教育においてもこの問
題を等閑視してはならないといってよい
。
こうした問題意識のもとに
，本研究では匚法意
識
」（人々の法の捉え方行動特性）の視点から
中学校の歴史学習について考察した
。なぜなら法
意識には社会の構成員の心性が反映されているは
ずであり
，法意識を手がかりにすれば当該社会の
実相に迫りうると考えたからである
。
そもそも歴史を学ぶ楽しさは
，厂なぜ？」といっ
た知的好奇心から発する問いに基づいて
，多様な
史資料を参照し
，イメージ形成や仮説検証を経て，
一定の歴史像を構成していく匚過程」にあるはず
である
。そしてそのようにして得られた知識や認
識方法こそが
，学びの結晶として生徒の心に残る
といえる
。同時にそのような歴史の学びが，生徒
に歴史を通して自己と社会を見つめる目を育て
，
社会の中で主体的に生きていく態度を形成してい
くことにつながるのではなかろうか
。
上述のような問題意識を踏まえて法意識を視点
とした歴史の教材開発を試みる時
，最も興味深い
のが中世である
。なぜなら中世の法意識は，他の
どの時代よりも現代の法意識との間に共通性や異
質性を顕著に見出すことができるからである
。例
えば
，盗み（匚万引き）を含む）や悪口は，現代
の生徒たちに決して無縁ではないし
，生徒の中に
はそれらに関して罪意識の希薄な者も珍しくない。
中世の日本でもそれらは罪として捉えられていた
が
，現代とは全く異質な見方がなされていた。そ
れはいったいなぜか
。このように，盗みや悪口に
着目することで
，中世の人々の心性（罪と罰の意
識）に迫るとともに
，生徒自身の法意識を反省的
に吟味する歴史学習が可能となろう
。
ところで
，原田智仁氏や加藤公明氏等の先行研
究にもある通り
，これまでにも中世の法意識に視
点を当てた授業研究がなされている1）
。特に加藤
氏の実践は
，中世と現代の人々との価値観やもの
の見方との相対化を討論を通して展開した授業開
発で
，本研究とも関連性が高い。ただ本研究は，
①生徒の切実性のある身近な問題をテ
マー設定し
ている
，②中世と現代の人々との法意識の相対化
を通して
，生徒の価値観（規範意識等）の再構成
を意図したものであり
，その意味でねらいと方法
において，先行研究とは一線を画寸ものと考え
る。
以上のように本研究では
，「窃盗」といじめ行
為としての匚悪口
」の事例を中心として，中世の
法意識と現代との法意識を比較考察する場を設定
し
，中世の人々 心性に迫るとともに，生徒自身
の法意識を反省的に吟味しうる授業モデルの開発
を目的としている。
なお
，匚法意識」の概念については，六本佳平
氏の厂法（体制）自体についての理解の仕方ない
しその態度
，具体的には，規範意識や権利意識，
遵法精神
，契約観念等の要素に分解しうる2）」と
の見方に依拠した
。また歴史学者の福井憲彦氏は，
法制度の現実の実効性は
，法制度の執行行動と法
制度に対する人々の対応行動との相互作用関係から捉えるべきことを指摘している3）。よって中世
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の法意識を視φ,に据える時には
，六本氏の見方を
踏まえつつ
，次のように規定した。すなわち「中
世の法制度のみならず
，法定立の基底にある意識
（武士社会の道理や在地社会の因習等）やそれと
連動する実際的行動（法の執行行動と対応行動）」を着目・考察対象とする。
Ｈ　歴史学研究からみた中世日本の法意識
１
．中世における「盗み」と「悪口」
（１）「盗み」の罪
笠松宏至氏によれば
，中世の在地社会において
「‾盗み
」は，原状復帰が不可能な匚重罪」として
認識されており
，死刑等の苛酷な刑罰が科される
ことが多かったという几なぜなら厂『もの』に
は持ち主の魂が宿っている」のであり，盗まれた
ものは
，匚汚されたもの，失われたもの」と捉え
られていたからである。
一方，幕府は盗みを単なる銭で換算する意識と
匚撫民方針」から，盗みを厂軽罪」と見なし，在
地の行き過ぎた刑罰をコントロ
ルーしようとした。
このように
，盗みの犯罪観をめぐっては，幕府側
と在地側の二重構造が指摘されている。（２）「悪口」の罪
成文法上稀有な存在として匚悪口」罪が御成敗
式目12条に規定されているＯ笠松氏は
，中世に
おいて匚悪口」罪が適用された条件として匚身体
的（例
：盲目）・身分的（例：甲乙人）蔑視表現」，
厂性的タブ
表ー現（例：母親との相姦を意味する
表現としての「母開
コ」を指摘している5）。これ
以外にも入間田宣夫氏によれば
，特に在地社会に
おいては
，匚言葉の持つ呪力性」が信じられ，悪
口や喧騒は静寂を破り
，穢れを生む行為として忌
み嫌われていたという6）。
ただ網野善彦氏が述べているように
，すべて
において喧騒が忌み嫌われたわけではなく
，逆に
「’門前
，市，河原」等の匚非日常世界では，男女
は自由に匚高声」をあげ，歌い，商人は大声で客
を呼ぶことができた」のである7）。ところで，鎌
倉幕府は悪口罪を規定しておきながら
，それを適
用するケ
スーは稀であった。他方，在地において
は悪口をめぐって訴訟沙汰
，科料の徴収，悪口を
放った者の追放・住宅破却等が行われ，悪口を重
大視する現象が見られる
。つまり，「悪口罪」に
おいても，厂盗み」同様，犯罪観の二重構造が指摘できるのである。
２。中世法における訴訟制度と刑罰の特質（１）中世の訴訟制度
公権力が分裂していた中世には
，朝廷や貴族，
社寺
，幕府，さらに地頭や惣等がそれぞれ裁判権
力をもっており
，多元的な法秩序を形成していた。
中世の裁判は
，厂獄前の死人，訴えなくば検断な
し
」という法諺が示すように，厂当事者主義」が
原則である
。もちろんこの原則は匚政権に直接関
係のない刑事事件」についてのみいえることであっ
た
。笠松氏はこの当事者主義の原則について，訴
人による論人への訴状提出や法の存在証明を当事
者同士が行う等
，人による経済的負担や肉体的
危険性等が大きく
，容易な出訴・裁判継続の困難
性を指摘している8）。
また中世の裁判のもう
一つの特徴として，「神
判
」がある。神とは，主張の真偽，有罪の有無
を神意によって判断する裁判方法で
，匚湯起請や
籖
」等の神判が行われた。山本幸司氏によれば，
神判は
，多分に中世の神を媒介とする呪術的な要
素を含んでいると同時に
，論理的解決が不可能な
条件下で当事者同士が厂心理的に折り合う」方法
としての解決原理を有しているという9）。
（2）中世の刑罰
中世法を代表する御成敗式目の刑罰の特徴とし
ては
，刑罰が身分制に従属していたことと，肉刑
の存在が挙げられる
。肉刑とは，「‾鼻そぎ」等身
体を損壊する刑罰であるが
，勝俣鎮夫氏は，この
肉刑を行う法意識として匚①異形にすること②反
映刑③死刑との併科による死体損壊」という３つ
の刑罰観の存在を指摘しているlO）
。
①の異形とは
，受刑者に単に苦痛を与えるだけ
でなく
，その外貌を変えるところに狙いがあった。
また②の反映刑は
，罪を犯す時に使用した身体の
一部を直接損壊する刑罰である。さらに③の死刑
との併科による死体損壊は
，受刑者の死骸を損壊
し，厂永遠の亡者」とする意図があったとされて
いる。
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Ⅲ「中世の罪と罰」の授業構成の原理
１
．教材化の視点
（１）中世の罪①盗みの罪
現代の少年犯罪の中で最も多いのが
，厂窃盗」
である
。「もの」が豊か使い捨て横行する社
会では
，「もの」軽視の感覚を生み，盗みに対す
る軽罪観を生じさせやすい
。このような現状認識
から中世在地社会の「窃盗重罪観
」とその基底に
ある「もの」と匚盗み」に対する観念に着目した。
②悪口の罪
近年
，社会問題化している「いじめ」行為の顕
著なものに「悪口
」がある。その多くは身体や性
に関わるものであるが
，御成敗式目の規定におい
てもそれらの行為は悪口罪と見なされていた
。こ
こに時空を超えた現代との共通性が窺える
。また
中世では言葉の呪力性が信じられており
，匚静寂」
と「喧騒」の問題は
，現代の公共空間を考察する
上においても多分に示唆的であるＯ（2）中世の裁判
全国
一元的法制度の現代とは対照的に，幕府法
や本所法等がそれぞれに法効力を有する分権的法
秩序の展開が中世社会の特質である
。また裁判手
続きでは
，訴人による論人への訴状提出と法の証
明等「当時者主義
」が徹底していた。さらに現代
の裁判と比しても特異な「籤
」等の神判による裁
判方法は
，一方では日常生活における習慣として
現在まで伝来しており
，その比較考察は興味深い
視点といえよう
。
（3）中世の刑罰
中世刑罰の特徴である「肉刑
」（異形・反映刑・
死体損壊）は
，犯罪の発生を防ぐという「一般予
防
」と受刑者の「恥をさらす」という刑罰観によっ
て支えられていた
。それ故苛酷な刑罰が科された
のである
。翻って現代の刑罰に目を転じれば，わ
が国の現行の刑罰制度は
，死刑を除いて労働を主
とする懲役刑である
。これは，犯罪者を可能な限
り社会的に更生していこうとする刑罰観に立脚し
ている
。その一方で，中世の肉刑に見られる「反
映刑
」の法意識は，現代の我々の深層にも残って
はいないだろうか
。幼少の時にいたずらをして肉
親から「手」を叩かれたり，口ごたえしようもの
なら匚頬」をつねられたりしたりするという行為に，匚反映刑」の法意識の名残が窺えよう。
２。授業過程の構成
授業過程の組織化については，以下のように構
想している。
①生徒の日常の法意識を手がかりに
，中世の
人々の法意識について推理させる
。
②史資料等によって中世の人々の法意識を検
証する。
③現代社会や生徒自身の法意識と中世の人々
の法意識との比較考察を行う
。
④生徒各自の法意識を他の生徒との批判的検討を通して，反省的に吟味する。
上記授業過程①は
，中世の人々の法意識の解釈
を
，生徒自身の主観や経験則等から推理し仮説を
立てるというものである
。ここでは先ず，生徒自
身の主観や発想を大切にすることによって生徒の
授業に対する興味・関心を惹起し
，後の学習意欲
の継続を図るという意図がある
。
続いて②は
，仮説検証の段階である。授業者か
らの史資料等の提示により仮説の客観化作業を経
つつ，生徒自身が中世の法意識を探求し，その意
味を解釈する。
また③では
，歴史事象の探求・解釈を通して自
己と社会を見つめる目を育てるのがねらいである
。
そのために中世の法意識と現代社会や生徒自身の
法意識との比較考察を通して
，中世の法意識と
共通性や異質性に着目させたい
。比較対象間の異
質性が顕著な程対象認識は深まるし
，逆に共通性
の発見は歴史の連続性の実感から生徒の対象関心
が高まると考えるからである
。
そして④では
，それまでの授業過程の中で得ら
れた生徒の現代社会や自己の法意識に対する生徒
同士の相互批判を通して
，自己の法意識を再構成
「例えば
，匚盗み」をどう位置づけ，どのように実
際的行動をしていくのかを意思決定すること）す
る
。ここでは，このような法意識の再構成過程を
「“反省的吟味」として位置づけている。最後に，生徒の法意識を視点とした授業過程をモデル化す
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れば次の図のようになる。
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比較考察 …--
生徒の法意識の深化
Ivr 中世の罪と罰」の歴史授業モデル
本項では， 中世の法意識論に基づいた中学校用
歴史授業モデル 厂中世の罪と罰」を提案する。本
単元 は，カリキュラム上，中世史の通史学習の終
了後に位置付けて学習できるよう配慮した。
１．単元計画・目標
（1）小単元名　　　 「中世の罪と罰」
（2）小単元目標
・　厂中世の罪と罰」 の事例を通して，中世の人
々の法意識を探求する。
・中世と現代 における人々の法意識との対比を
通して，生徒の法意識を深める。
（3）小単元構成
・第 工時　 「盗み」 の罪
・第２時
・第３時
・第４時
・第５時
・第６時
「悪口」の罪
「悪口の罪」と私たちの罪意識
匚裁きとしての神判」
「升IJ罰 としての肉刑」
厂神判・肉刑」と私たちの裁判・刑
罰観
・第７時　 匚中世と現代の法意識」
２。授業モデルの実際
ここでは，紙数の都合上第 ２時の 匚悪口の罪」
と第 ３時の 厂盗み・悪口の罪と私たちの罪意識」
を次に示す。「但し第３時のうち，匚盗 みの罪」 に
関する箇所は除く）
第 ２時　 厂悪口」 の罪
＜目標＞・　厂身体的・身分的蔑視表現」，匚性的
タブー表現」，匚言葉の呪力的音声表
現」としての 匚悪口」の法意識を理
解する。
第３時　 匚悪口の罪」と私たちの罪意識
＜目標＞・「中世の悪口の罪」の学習を整理・
相対化しつつ，現代の公共空間にお
ける 匚喧騒と静寂」に対する法意識
を省察する。
３。習得させたい主な知識
・日常生活の中で，高い声や音は，「穢れを生む」
と考えられた。
・言葉に人の意志が宿り，言葉通りに実現させる
力（言霊）があるとの信仰があった。
・電車等公共空間では 匚静寂」 が尊重され，祭等
の非日常世界では，匚喧騒」を肯定する傾向が
ある。
４。授業モデルの展開
［注記］⊆:コ| 直接的に法意識に関わる問い・学習内容　○ 匚問い」 ◇　厂指示・説明」
発 問・指 示・説 明 教授・学習活動 資料 学習内容（予想される生徒の回答）
導
入
第２時
◇今日は 匚悪口の罪」 について
学習します。
104  ―
１ 厂悪口」は罪になるだろうか，
それともならないだろうか？
○どのような言葉 が悪口 にな
るだろうか？
T:生徒氏名
P: 答える
T:生徒氏名
P: 答える
① ・相手の心を傷つけると罪になる。
・身体や性格に対 する蔑視表現が悪口
と見なされている。
展
開
２中世で は，悪口はどのように
考え られていたのだろうか？
Ｏ「‾源頼朝の発言」 は悪口だろ
うか？
○なぜ源頼朝の発言 は悪口なの
だろうか？
○中世の人々は， どういう言葉
を悪口と見なしたのだろうか？
３なぜ 匚母開」 が悪口とされた
のだろうか？
○子供同士の喧嘩の時，「互い
の母親」への悪口にどんな言
葉があるだろうか？
４中世 の農民 は悪口をどのよう
に考えていたのだろうか？
○なぜ農民 は悪口を重罪 と見な
したのだろうか？
○ではなぜ 匚小屋」まで焼き払っ
たのだろうか？
◇この問題は後の学習とも関連
T:②を提示後
生徒氏名
P: 答える
T:生徒氏名
P: 答える
T:生徒氏名
P: 答える
T:③④を提示
T:⑤を提示後
生徒氏名
P:答え る
T:⑥を提示
T: ⑦ を 提示 後
生徒氏名
P:答える
T:生徒氏名
P:答える
T:⑧を提示
T:生徒氏名
P:答える
T:生徒氏名
P:答える
②
③④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
・（悪口になる， いや悪口にはならな
い）
・行為に対する批判ではなく，感情的
な肉体的蔑視発言を行っている。
・　匚盲目」や「乞食」等肉体的・身分
的蔑視表現を悪口と見なした。
・（母親の容姿 に関する悪口であるか
ら）
・「母子相姦」を意味する性的タブー
表現であったから。
・ばか，かば…… ， お前の母さんでべ
そ！
・重大な罪と見なして厳しく対処した。
・悪口は村の団結を乱す裏切り行為で
あった。
・（追放していなくなったから）
・言葉戦いの勝敗は，人心と戦況に大
きく影響を与え たからo
・言葉にはそれを発した人の意志が宿っ
ており，言葉通り に実現させる力 が
あると信じられていた。
しますので，その時に考えましょう。
ところで悪口に似た現象として中世では「‾言葉戦
い」が行われていました。
５なぜ合戦前 に「‾言葉戦い」 を
するのだろうか？
○お経の言葉 や人を呪ったりす
る言葉等があるように，中世
の人 々にとって 匚言葉」 はど
のように考え られていたのだ
ろうか？
T:⑨を提示後
生徒氏名
P:答える
T:⑩の提示後
生徒氏名
(呪言 の持つ意味
に着目)
P:答える
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◇中世 には、言葉 には霊力が宿るとする 厂言霊」 の
信仰がありました。
６中世 の人 々は 匚言葉の力」を
どのようにコ ントロールした
のだろうか？
T:⑥⑩の提示 後仮
説を設定させる
↓
P: 発 表
T:補助発問 を行い
⑩を提示 しつつ
仮説を検証 させ
る。 ⑩で説明
T:生徒氏名
P:答え る
T:生徒氏名
P:答え る
⑩⑩
⑩
⑩
・（穢 れを生み，神仏 の罰 があたるか
ら。周囲に迷惑になるから｡）
（めでたいとき。非常事態の時）
なぜ高声を出したり，勝手に
音を 鳴らしたりして はいけな
いのだろうか？
(寺社参詣 の前 に水で手や口を
洗 う習 慣に関連づ けて考えて
みましょう)
《補助発問》
どういう時に高声を出したり，
音を 鳴らしたり したのだろ う
か？
日常空間においては，高い声や音 は
厂穢れを生む」 として忌 み嫌われたか
と
。一方， 市場や祭等 の非日常空間
での高い声や音は自由であった。
・村の団結を乱す悪口により穢れが発
生し， その除去のために悪口を言い
放った者の家を焼き払 ったと考えら
れる。
７中世の人々は言葉に霊力 が宿
るとする 匚言霊」信仰を持ち，
それ故 に勝手な言葉の使用を
嫌ったことがわかりました。 ここから推理して，
なぜ悪口により追放された農民の家までも焼き払
われたのだろうか？
ま
と
め
８今日学習した 厂悪口の罪」 に
ついて考え たことや感想を記
入しましょう。
P:記入する
導
入
第３時
◇今日は前時で学習した「‾悪口
の罪」を通して私たちの罪意
識 について考えていきたいと
思います。
１ 中世で はどの よう な言葉 が
「’悪口」とされましたか？
○これら中世の悪口は， 現在で
は悪口となるだろうか？
・　匚盲目，非人，母開」等肉体的，身
分的，性的蔑視表現が悪口とされた。
・現在でも悪口とみなされる。
T:生徒氏名
P:答え る
T:生徒氏名
P:答え る
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展開
?
?
?
◇中世では
，悪口だけでなく，音声表現としての言
霊が信じられていました。
２言霊信仰の事例として高声等がいけないとされました。T:生徒氏名Ｐ:答える
では「‾なぜ勝手に高い声や音」をならしてはいけ
なかったのだろうか？
３一方，匚喧騒と静寂」について私たちの身の回りで
はどのように考えられている
だろうか？
高声や音を鳴らしていい時と悪い時とはどのような場合だ
ろうか？
T:私語等の例に着
目
Ｐ:グループ討議の
発表
Ｔ:⑩提示
４高声等の非日常空間での容認の意識は
，現在に伝
わる「悪口祭」のおり方にも見られます。
○それでは悪口祭のもつ意味とは何なのだろうか？
５今日の学習で，
《官職名》
刑部友景
《官職名》
右衛門尉季重大《官職名》I 二Lll_._
T:⑩を提示後
生徒指名Ｐ:答える
P:記入する
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⑩
⑩
・日常空間においては，高い声や音は，
匚穢れを生む」として忌み嫌われた
から。
・（周囲が静かに話しを聞いている時。
図書館等。）
・（スポーツ観戦，祭等）
現在でも電車等の公共空間では「静
寂
」が尊重される。一方祭等の非日
常空間では「喧騒」を肯定する傾向
がある。
現在に伝わる悪口祭は
，悪口としての
言葉の呪力を祭という非日常空間の中
で匚善の力」に転化させようとする意図が感じられる。
資料⑩「うしのとき参り」
｢悪口の罪｣
の学習を通して現在の私たちの罪意識を振り返ることができたと思いますＯそれらをまとめて記入しましょう。
文治元年(1185) 4月15日
，源頼朝は自分に許可なく朝廷から官職を受けた関東の武士たちについて，
墨俣川より鎌倉方面に入ってきたならば，斬罪（死刑）に処すと命令した。さらに頼朝は彼らの罪状の一
部として次のような発言をした。
資料②「源頼朝の発言」（訳は笠松宏至氏の現代語訳に拠った。）
兵衛尉基清　　目は鼠眼で，おとなしく奉公してお
ればよいものを。
声はしわがれ
，ひっつれ髪，とても
お役人のがらでなし。
顔はファフアとしているのにするとはあきれたものだ。
【資料出典】①「侮辱罪
」（『岩波コンパクト六法Jp.859』②「源頼朝の発言」（貴志正造編『全釈吾妻
鏡』１巻
，新人物往来社, 1976,
 pp.202-204)③「盲目の記事」（前掲『全釈吾妻鏡』３巻，p.221)④「乞食・非人」の記事（笠松宏至他編日本思想大系『中世政治社会思想』上，岩
波書店, 1972, pp.55-56)⑤「楽頭の訴え」（竹内理三編『鎌倉遺文』10巻，東京堂, 1976,ｐ.107）⑥匚開」の意味（『日本国語大辞典』４巻，小学館, 1973, p.207)⑦「伴大納言絵巻」
（週刊朝日百科『日本の国宝』93号, 1998, pp.5-6)⑧「農民の悪口観」（笠松宏至他編日
本思想大系『中世政治社会思想』下
，岩波書店, 1981,
 p. 164)⑨「言葉戦い」（金田一春彦
他編日本古典文学大系『平家物語』岩波書店, 1960, pp.313-314)⑩「うしのとき参り」（
『国史大辞典』２巻
，吉川弘文館, 1980,
 p.82/前掲『日本国語大辞典』２巻, p.567)⑩
「宇佐八幡宮行事定文
」（竹内理三編『平安遺文』９巻，東京堂, 1964, p.3466)⑩匚騒音禁
止令
」（前掲『中世政治社会思想』下, p.175)⑩「土一揆時の鐘・鬨の声」（林屋辰三郎他
編史料大系「日本の歴史
」３巻，大阪書籍, 1978, pp.195-198)⑩「一遍上人絵伝」（網野
善彦他週刊朝日百科『日本の歴史』６「海民と遍歴する人々
」, 1986 ， ｐ .28-29）⑩「若者
の私語」（「産経新聞」1997.9.11付記事）⑩「悪態祭」（前掲『国史大辞典』1巻, P-54)
「足利市の悪口祭」（足利市のホームページ）
Ｖ　おわりに
本研究では
，匚盗み」や匚悪口」といった身近
な事例を中心に
，中世の法意識の探求を通して生
徒自身の法意識を深める歴史授業モデル匚中世の罪と罰」を開発した。
今後の課題としては
，開発した授業モデルの実
践を通して
，生徒が法意識に対する関心をいかに
高め
，考察を深めたかを検証したい。さらにもう
一つの課題としては，今回取り上げなかった古代
や近世等異なった時代の法意識からの授業モデル
の開発を行いたい
。なぜなら中世以外の異なった
時代との比較考察は
，より広い歴史の視野から現
代社会の認識を深めることにもつながると考えるからである。
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１）原田智仁
・別府陽子「‾社会史研究にもとづく
歴史授業構成（Ⅲ）
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『土
一揆の授業構成と実践分析』－」（兵庫教
育大学研究紀要第２部, 1992) pp.157-171
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※本稿の詳細については,ヽ i乾則夫『法意識を視
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